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～将来のテクノロジストへの応援メッセージ～ 

 

皆さん、高校（大学）の進路選択において卒業後の就職先を意識していますか。私の学生時代は、

スマホもネットも無く、足で情報を集めて回り、技術職公務員を目指して工業大学（土木工学）への

進学を選択しました。大学・大学院を修了した後は、目標だった公務員としてインフラの設計業務に

携わりました。その後、大学院に戻って博士号の学位を取得すると、大学・海外の研究機関で三年間

研究職として従事し、帰国してからは工業高校で教育職として勤務し現在に至っています。 

人生は紆余曲折の連続ですが、私の場合これまでの経験すべてが本校での教育活動に生きていると

実感しています。公務員の受験指導では、国土交通省や名古屋市を始め、開校以来多くの卒業生が進

路実現するのをサポートしています。資格試験の学習指導でも、技術系国家資格の難関である技術士

第一次試験に、愛知県の工業高校生として初めての合格者（２年連続合格）を輩出しています。また、

大学への進学指導については、国公立大学等で工業高校からの推薦に特化した教育課程が編成されて

いる状況を逃さず、工業高校生の強みを生かした受験指導を実践して成果を挙げています。 

これは一つの例に過ぎません。本校には建設（土木・建築）以外にも、機械・電気系からデザイン

工学まで幅広い分野でキャリアを積み、多様な専門性を有する教職員が、これからの産業界を担う若

き技術者（テクノロジスト）を育成しようと心待ちにしています。皆さん一人一人の『夢志（ゆめ）

の実現』に向けて、その第一歩を本校から一緒に踏み出しませんか。 
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